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ロ流体システムと組み合わせて、 I n - l i n e で細胞が一つずつ入れ物（ウェル）
に振り分けられるシステムが求められている。そこで、本研究では、D E E P - R I E
のエッチングと側壁保護の工程を制御し、側壁保護で生成される CF 膜を 3
次元構造体として形成する手法を確立した。これによりマイクロ流路中に CF
膜ウェル構造体の形成が可能となり、In - l ine での細胞培養の可能性に道を開
いた。  
 第四章「生体分子へのダメージを抑えた細胞破砕システムの開発」では、





































流とバッファ流を 16 並列 32 流路に分岐させて同時並列分離処理を行い、回






















開発した。具体的には全反射蛍光顕微観察  (TIRFM)  に適したマイクロ流体
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